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ピンクシャツデー実行委員長　渡辺 真悟
テーマとなる聖書のことば

みんなちがって、みんないい 今年の取り組み
　人気バンドSEKAI NO OWARIの曲の一つにこんな歌詞があり
ます。「“いじめは正義だから悪をこらしめてるんだぞ”そんな風
に子供に教えたのは僕らなんだよ」日本は同調圧力の強い社会
だと言われます。周囲と違う考えや行動に対して、この歌詞ほ
ど攻撃的ではなくても、否定的な目で見たり、無認識・無関心
でいたりしがちです。そういう大人の背中を見て育った子ども
たちは、いじめに走ったり、いじめの傍観者になったりしやす
いのではないでしょうか。
　子どもたちは成長する中で、個性を育みながら社会性も身
に着けていきます。社会性を身に着けるとはある意味「みんな
いっしょに」やることを増やしていく過程でもあります。しか
しそれが苦手な子どもやちょっと違うことをする子どもがいじ
めの対象になりがちになってはいないでしょうか。
　幻の童謡詩人と言われる金子みすゞの代表作の一節に「みん
なちがって、みんないい」という言葉があります。この言葉の
様にお互いを認め合い違いを尊重しあうことが大事だと思いま
す。「みんなちがって、みんないい」の心をもって私たち大人が
子どもたちや周囲に対して、優しい心でお互いの違いを尊重し
認める行動をとれる社会でありたいものです。

　毎年2月の最終水曜日、全国のYMCAで開催される『ピンクシャツデー』。
“いじめや差別をなくそう”をテーマに、様々な取り組みを行っています。
言葉や暴力ではなく、行動でいじめ反対の意思表示をしましょう！
　名古屋YMCAでは、YouTubeやInstagram、Facebookを活用し、いじめ反
対のメッセージを発信しています。みなさんも一緒に、SNSを通じてピンク
シャツデーについてメッセージを広めてください！ピンク色のものを身につけ
て撮った写真を #YMCAPINK のハッシュタグと共に投稿してください♬

「一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、全ての部分が共に喜ぶのです。」
（コリントの信徒への手紙１　12章26節）

　名古屋YMCAでは毎年、キッズプログラムに所属する子ども
たちや同法人の幼稚園および日本語学院に通う生徒たち、ス
タッフとともに、いじめについて考え、話し合う時間を設け
ています。
　今年はTシャツのイラストが描かれたシートを用意。「違うっ
ていいな」のテーマに合わせ、各々が自分らしい色を塗ったり、
特技や好きな物を描き、発表し合います。互いの違いに気づき、
認め合うワークとなることを願っています。また子どもだけ
でなく、成人用のシートも作成します。いじめは子どもだけ
の問題ではありません。親子同士や幅広い世代の方々に取り
組んでいただきたいと考えています。使用したシートは各拠
点で掲示する予定ですので、ぜひご覧ください。
　ユースボランティアリーダーの協力も欠かせません。現在
リーダーたちが、ピンクシャツデーを
紹介する紙芝居を制作してくれていま
す。ただの恒例行事ではなく、日頃
YMCAと直接関わりのない方や、初め
て参加していただく方にも理解しやす
い、広がりのある活動を目指します。
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　昨年末、3泊4日の白馬ダイナミック・中高生スキー
キャンプを、小学生33名、中高生13名、計46名の子
どもたちと実施しました。
　暖冬の影響で雪不足を心配していましたが、ほとん
どのコースが滑走可能で、子どもたちは様々なコース
を経験することができました。また3日目には、天気
が良かったためすべてのグループがゴンドラに乗り、
山頂付近のきれいな景色を楽しみました。
　夜の宿ではレクリエーションを楽しみました。小学
生グループの部屋に中高生のお兄さん、お姉さんを招
待して、ゲーム大会で使用するオリジナルかるたを一

緒に作りました。子どもたちは共同作業を通し、年齢
差関係なく遊んだり、話したりしていました。スキー
キャンプの魅力は技術の習得だけでなく、こうした出
会いや分け隔てないコミュニケーション力が身につく
ところにあると感じました。そしてキャンプ後も、こ
の友好が続くことを願っています。
　ここ数年で中高生メンバーの参加人数が増え、幅広
い年齢の子どもたちとキャンプを創ることができ、う
れしく思います。今後もこの流れを継続していきたい
です。 （担当スタッフ　小島 陽）

　名古屋YMCAが運営する学童保育アフタースクール
Fun！でも、卒業シーズンが近づいてきました。今回
は小学6年生の西村夏向（にしむらかなた）くんがイン
タビューに答えてくれたので、紹介します。

Q.アフタースクールFun！で一番好きな遊びは？
A.ボール大戦争！

Q. アフタースクールFun！で一番楽しかった思い出は？
A.Fun！キャンプの食事

Q.好きなリーダーは誰？
A.あじさいリーダー　優しくて面白かったから
Q.自分だったら何リーダーになりたい？
A.バナナリーダー　果物の中で一番好きだから
Q.中学生になったらやってみたいことは？
A.生徒会

　夏向くんはリーダーシップがあり、いつもみんなを
巻き込んで楽しく遊んでくれました。通っている小学
校や学年、性別が違うお友だちにも優しく誘ったり、
アドバイスしたりする姿はとても頼もしかったです。
きっと中学校の生徒会で活躍できると思いますよ！卒
業までの残りの時間、お友だちやリーダーたちと素敵
な思い出を作ってください。いつか「バナナリーダー」
として名古屋YMCAに来てくれるのを待っています。

白馬ダイナミック・中高生スキーキャンプ報告

アフタースクールFun！　卒業生インタビュー

　

年に1・2回程キャンプを開催
しています。お友だちと一緒に外で作っ

て食べる料理は格別ですね。

　
運動神経抜群！

そんな夏向くんに憧れて技を真似する
男子たちがたくさんいます。

西村 夏向くん
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熱しやすく冷めやすい！

　昨年の11月29日、鹿児島県の屋久島沖でアメリカ空
軍のオスプレイが墜落し、乗員8名が死亡いたしました。
12月7日、アメリカ軍は調査の結果、機体そのものに問
題があるとして世界に配備しているすべてのオスプレイ
の飛行を停止したと発表しました。オスプレイは2016年
沖縄名護市で大きな事故を起こし、その安全性が問われ
ていたのにも関わらず飛行を継続し、現在日本に30機
配備されています。このニュースに何人の人が関心を持
ち、今も記憶しているのでしょうか。最も重要な局面を
むかえているウクライナの戦況についての報道をほとん
ど見なくなりました。パレスチナのガザ地区では今も大

切な命が人の手によって奪われています。しかし、すべ
ての出来事が新年に起きた能登半島地震のニュースに
よって忘れさられたようです。1月17日、阪神大震災か
ら29年が経過しました。神戸の人たちはその時に受け
た恩義を忘れずに能登で被災された方にお返しをしなけ
ればならないと行動されています。震災の大きかった
東日本や熊本の方も同様です。日本中にも同じ思いの方
がたくさんいらっしゃいます。今回も震災からの復興に
は時間がかかると予測され、長期に渡る継続した支援が
必要となるでしょう。私たちは一時の報道に惑わされず、
必要とされる方に寄り添い続けられるように、冷めた頭
で必要なことを見極め、熱い心で関わり続けたいと願い
ます。被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。 
 （中村  隆）

　元旦の夕方、能登半島を突然襲ったM7.6の大地震
は、石川県などに甚大な被害をもたらしました。阪神
淡路、東日本、熊本などの大地震被害の生々しい記憶
がまた甦った瞬間でした。真冬の北陸の寒さと、半島
部での地震ゆえの救援・支援活動の困難さが加わっ
て、被災者の方々は想像を絶する苦しみの中におられ
ます。様々な団体や個人がそれぞれの基盤に立って支
援を始めています。
　現在名古屋YMCAでは、日本YMCA同盟の動きに連
動して募金活動を展開しています。今後は募金を継続
しつつ、現地での支援ボランティアのコーディネート

や子どもたちへの心のケアーが始まります。それらの
活動を支援するため、緊急支援募金にぜひご協力くだ
さい。 （担当スタッフ　坂本 清則）

第一次緊急支援募金　お振込み先

三菱UFJ銀行  きよなみ支店普通（117999）
公益財団法人名古屋YMCA
締切：3月31日（日）
※各YMCAの窓口でも受け付けております。
※詳細は同封のチラシをご確認ください。

能登半島地震　被災地緊急支援募金のお願い

緊急街頭募金を実施しました
ご協力していただいた皆様に感謝申し上げます

1月20日（土） 栄ラシック前にて 1月21日（日） 金山駅にて

募金額　栄エリア：6,401 円　金山エリア：44,465 円　計 50,866 円



名古屋青年  YMCA News No.794（4）2024年 2月 1日

「名古屋YMCAは、キリスト教精神に基づ
き、すべての人びとに、生涯にわたる学
習の場と、社会参加の機会を提供し、相
互の交わりと連帯を通して、共に生きる
世界の実現を目指します。」

「見よ、新しいことをわたしは行う。  
  今や、それは芽生えている。」

（イザヤ書43章19節）

名古屋YMCA 052-757-3331
YMCAこひつじ保育室 052-757-5530
南山ファミリーYMCA 052-831-6968
南山幼稚園 052-831-8271
神沢ファミリーYMCA 052-879-6300
YMCAかみさわ保育園 052-879-6222
名古屋YMCA日本語学院 052-531-0077
発達サポートYMCAつるさと 052-823-2021
かりやYMCA保育園 0566-62-8227

お問い合わせ

https://nagoyaymca.org

名古屋YMCA
使命

2023年度聖句

維持会員感謝・ご寄付感謝　（2023年12月21日〜2024年1月20日）

維持会員 （継続）

加藤　　満　　鬼頭美惠子　　深谷　朗子　　柴田洋治郎　　近藤　　豊　　三口　大登　　三口あゆみ　　阿部　一雄
坂口　功祐　　信田伊知郎　　下村　明子　　高田　士嗣　　服部　庄三　　早川　政人　　松原　　誠　　中條　秀和
原　　　晃
寄付金・募金　
 （国際協力募金） 

田口恭仁子　　木村　美月　　木村　咲妃　　木村玲央名　　大須賀章子　　浅野真紀子　　中井　信幸　　橋爪　良和　　
板井　裕美　　渡辺　　采　　森永　有美　　原田　和実　　高島　由愛　　西村　夏向　　伊藤　美恵　　松田　美波　　
梶田　智美　　橋元　紗良　　鈴木　くみ　　岡本　恵子　　山口　澄真・栞璃　　岡田　佳純・旬平　
赤津機械株式会社　　日本基督教団東海教会　　こひつじ保育室　　

（能登半島地震緊急支援募金） 

鈴木　雅丈　　吉川　裕子　　牧野　和博　　川本　龍資　　加藤　明宏

ワイズコーナー　2月例会の予定

日　時 2月6日（火） 7:45〜8:30 
会　場 名古屋YMCA5Fチャペル
奨　励 日本基督教団名古屋中央教会
　　　　草地大作 牧師

早天祈祷会 
名古屋 2月13日（火）

19:00〜
卓話「若々しさと好印象を手に入れる！
お顔のトレーニング」講師：近藤友子

名古屋YMCA
本館

名古屋
東海

2月  8日（木）
18:45〜 オークション（TOF) 名古屋YMCA

本館
名古屋
グランパス

2月  7日（水）
19:00〜 卓話「ワイズメンのためのユース理解」名古屋YMCA

本館

ピアノ合同発表会のお知らせ
　名古屋YMCA・南山ファミリーYMCA・神沢ファミ
リーYMCAピアノ合同発表会を行います！過去3年間
はコロナウイルスの影響で人数を制限しながら行って
いましたが、今年は制限を設けていませんので、多く
の方に観覧いただきたいと思っています。お友だちや
ご家族、どなたでもお越しいただけます。
　子どもたちは11月頃から発表曲の練習を始め、少
しずつ準備を進めています。舞台の上で発表するのは
緊張しますが、子どもたちが頑張る姿はとても感動的
です。今年ピアノをはじめたばかりの年中さんから、
長い間続けている中学生、そして成人の方まで、計
46名が参加予定です。
　ぜひ素晴らしい演奏をお楽しみください♪
 （担当スタッフ　藤崎 理奈）

日　時：2024年2月24日（土） 9:30～16:00
場　所：名古屋市西文化小劇場


